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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第５区分
【発行日】平成30年12月27日(2018.12.27)

【公開番号】特開2018-20718(P2018-20718A)
【公開日】平成30年2月8日(2018.2.8)
【年通号数】公開・登録公報2018-005
【出願番号】特願2016-154465(P2016-154465)
【国際特許分類】
   Ｂ６０Ｒ  16/02     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   8/65     (2018.01)
   Ｂ６０Ｒ  16/023    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６０Ｒ   16/02     ６６０Ｕ
   Ｇ０６Ｆ    9/06     ６３０Ａ
   Ｂ６０Ｒ   16/023    　　　Ｐ

【手続補正書】
【提出日】平成30年11月8日(2018.11.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　ＩＧスイッチ４は、車両１のエンジン始動などをユーザが行うためのスイッチであり、
オン／オフの２状態に切り替わる。本実施の形態においては、ＩＧ信号はＩＧスイッチ４
の状態を示し、ＩＧオンは車両１のエンジンなどの原動機が動作しており、オルタネータ
などによる発電が行われている状態であり、ＩＧオフは車両１の原動機が停止して発電が
行われていない状態である。残量検知部６は、バッテリ５の出力端子の電圧値及び／又は
入出力される電流量の積算値等に基づいて、バッテリ５に蓄積されている電力量の検知を
行う。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　更新用プログラムの取得を完了したゲートウェイ１０は、処理部１１の禁止処理部１１
ｂが、更新処理の対象となるＥＣＵ２に対して、他のＥＣＵ２との通信を禁止する通信禁
止命令を、車内通信部１３にて送信する（ステップＳ５）。次いで処理部１１の更新用情
報送信部１１ｃは、サーバ装置９から取得して記憶部１２に記憶しておいた更新用プログ
ラムを、更新処理の対象となるＥＣＵ２に対して送信する（ステップＳ６）。このときに
更新処理の対象となるＥＣＵ２が複数存在し、更新用プログラムが複数記憶されている場
合、更新用情報送信部１１ｃは、複数の更新用プログラムをどのような順番で送信しても
よく、並列的に送信してもよい。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００４６】
　処理部１１の完了判定部１１ｄは、更新処理の対象となる全てのＥＣＵ２から更新完了
の通知を受信したか否かに応じて、全てのＥＣＵ２の更新処理が完了したか否かを判定す
る（ステップＳ７）。全てのＥＣＵ２の更新処理が完了していない場合（Ｓ７：ＮＯ）、
完了判定部１１ｄは、全てのＥＣＵ２の更新処理が完了するまで待機する。全てのＥＣＵ
２の更新処理が完了した場合（Ｓ７：ＹＥＳ）、処理部１１の禁止解除処理部１１ｅは、
ステップＳ５にて通信禁止命令を送信したＥＣＵ２に対して、通信禁止を解除する通信禁
止解除命令を送信し（ステップＳ８）、処理を終了する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
　図５は、ＥＣＵ２が行う更新処理の手順を示すフローチャートである。本実施の形態に
係るＥＣＵ２の処理部２１は、通信部２３にてゲートウェイ１０からの通信禁止命令を受
信したか否かを判定する（ステップＳ１０）。通信禁止命令を受信していない場合（Ｓ１
０：ＮＯ）、処理部２１は、通信禁止命令を受信するまで待機する。通信禁止命令を受信
した場合（Ｓ１０：ＹＥＳ）、処理部２１は、通信部２３による他のＥＣＵ２との通信を
禁止する（ステップＳ１１）。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６０】
　更新前のプログラム２２ａの受信を完了した場合（Ｓ２３：ＹＥＳ）、処理部１１の更
新用情報送信部１１ｃは、サーバ装置９から取得して記憶部１２に記憶しておいた更新用
プログラムを、更新処理の対象となるＥＣＵ２に対して送信する（ステップＳ２４）。処
理部１１の完了判定部１１ｄは、更新処理の対象となる全てのＥＣＵ２から更新完了の通
知を受信したか否かに応じて、全てのＥＣＵ２の更新処理が完了したか否かを判定する（
ステップＳ２５）。全てのＥＣＵ２の更新処理が完了した場合（Ｓ２５：ＹＥＳ）、処理
部１１の禁止解除処理部１１ｅは、ステップＳ２１にて通信禁止命令を送信したＥＣＵ２
に対して、通信禁止を解除する通信禁止解除命令を送信し（ステップＳ３０）、処理を終
了する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６１】
　全てのＥＣＵ２の更新処理が完了していない場合（Ｓ２５：ＮＯ）、処理部１１は、更
新対象のいずれかのＥＣＵ２から更新失敗の通知を受信したか否かに応じて、更新処理が
失敗したか否かを判定する（ステップＳ２６）。更新処理が失敗していない場合（Ｓ２６
：ＮＯ）、処理部１１は、ステップＳ２５へ処理を戻す。更新処理が失敗した場合（Ｓ２
６：ＹＥＳ）、処理部１１は、更新処理の対象となる全てのＥＣＵ２に対して、更新処理
を中止する命令を送信する（ステップＳ２７）。次いで処理部１１は、記憶部１２に記憶
しておいた更新前のプログラム２２ａを読み出して元のＥＣＵ２に送信する（ステップＳ
２８）。これによりＥＣＵ２は復帰処理を行い、ゲートウェイ１０の処理部１１は、全て
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のＥＣＵ２から復帰完了の通知を受信したか否かに応じて、全てのＥＣＵ２の復帰処理が
完了したか否かを判定する（ステップＳ２９）。全てのＥＣＵ２の復帰処理が完了してい
ない場合（Ｓ２９：ＮＯ）、処理部１１は、復帰処理が完了するまで待機する。全てのＥ
ＣＵ２の復帰処理が完了した場合（Ｓ２９：ＹＥＳ）、処理部１１の禁止解除処理部１１
ｅは、ステップＳ２１にて通信禁止命令を送信したＥＣＵ２に対して、通信禁止を解除す
る通信禁止解除命令を送信し（ステップＳ３０）、処理を終了する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図６】
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